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ご報告 
龍谷大学と滋賀県中小企業団体中央会による「2018年度 産学連携コンソー

シアム交流イベント」を開催しました！！ 

７月12日（木）、瀬田キャンパスRECホールおよび理工学部研究施設にて「2018年度 産

学連携コンソーシアム交流イベント」を開催しました。「産学連携コンソーシアム」は、滋賀県

中小企業団体中央会（以下、中央会）と龍谷エクステンションセンター（以下、REC）が共同で

運営するコンソーシアムで、2014 年 3 月に締結した「産学地域連携基本協定書」に基づく連

携事業のひとつです。コンソーシアムでは、会員企業への技術支援、本学学生との交流機

会の創出などに取り組んでおり、今回の交流イベントもその一環として開催しました。 

第 1 部では、中央会から産学連携コンソーシアムの概略、今年度の取り組みについて説

明された後、「大学との連携による新産業の創出の可能性」と題して、政策学部、農学部、

理工学部からの研究シーズ発表を行いました。その後、第 2 部では、見学会と学生発表を

実施。見学会では、最新鋭の「3 次元フルカラー造型装置」をはじめ「ウォータージェットカッ

ター」や「5軸立型マシニングセンター」、「非接触 3次元形状測定器」などを見学しました。ま

た、学生発表では、 中央会の組合の一つである滋賀県漬物協同組合との連携事業である

「近江つけもの」の2年間の取り組みについて、近江つけもの研究所の元代表と元副代表の

2名（農学部食品栄養学科4回生）が発表しました。その後、第3部において、理工学部、農

学部の教員に加え、学生も交えた懇親交流会が行われました。会場にはそれぞれの研究シ

ーズや学部紹介等のポスターも展示され、会員企業とREC及び中央会とが交流を深める機

会となり、参加者それぞれの取り組みを共有する機会となりました。 

今後も、本学と中央会では「産学地域連携基本協定書」に基づき、滋賀県内の中小企業

支援に両者が一体となって積極的に取り組んでいく予定です。 

 

ご報告 5か国の研修員が参加し、JICA研修がスタートしました！！ 

JICA（独立行政法人国際協力機構）の課題別研修「地方自治体行政強化」が本学

を主な会場としてスタートしました。5か国から 5名の研修員が参加し、7月 3日から 8

月 1日まで、学外での視察や、学内での PCM（プロジェクト・サイクル・マネジメント）

研修など地方行政に関する研修を行います。 

研修員は、7月 3日に入澤学長を表敬訪問し、それぞれ自己紹介を行ったあと、研

修員を代表してバングラディシュの SARKER A Jehad（シャカー エ ジハット）さんが

学長に挨拶をされました。その後、ウエルカムパーティが開催され、研修を担当する政

策学部の教員や、学生たちと交流を行いました。 

                                       

ご報告 地域デビュープログラム「第 5回町家 de うどん」を開催しました 

学生に地域デビューのきっかけを提供する地域デビュープログラム「町家 de うどん」を 7 月 14 日（土）に深草町家キャンパス

で開催しました。 

学生のほか、留学生や地域の子ども、お年寄りも参加し、盛況のうちに閉会しました。参加者からは、「うどんの作り方を初めて

知った」、「小麦粉を練るとこんな弾力がでるんだ！」、「留学生と会話できて嬉しかった」、など大変嬉しい反応がありました。 

今回は多くの学生から参加申込があり、地域と連携した取り組みを実施している学生団体「京まちや七彩コミュニティ」のメンバ

ーと共に企画・運営をおこないました。 



 REC News Letter 

REC News Letterは毎月発行。 

次回は 9月 25日頃発行します。 

※バックナンバーは龍谷大学 HP→教職員向けサイト 

→REC 京都サイトをご覧ください。 

 

編集・発行：REC事務部 

http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/ 

 

●REC滋賀 RECホール （内線 7279） 

●REC京都 紫光館 5階 （内線 6505） 

●REC東大阪 クリエイション・コア東大阪 

 産学連携ｵﾌｨｽ 2212号（06-6748-8228） 

 

No.134 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご報告 
第 2回 BIZ-NET研究会「近江の伝統野菜－地域で受けつぎ、活かすために－」

を開催しました！！ 

7 月 13 日（金）、龍谷大学瀬田キャンパス REC ホールにて、2018 年度 第 2 回 

REC BIZ-NET 研究会「近江の伝統野菜－地域で受けつぎ、活かすために－」を開

催しました。 

今回の研究会では、「在来作物」や「近江の伝統野菜」に関わる活動を展開中の

方々との、ネットワークを拡大することを目的に開催いたしました。 

導入では、落合雪野教授（龍谷大学農学部）が「在来作物はなぜ『地域の宝』な

のか－経済と文化の両面から考える－」と題して講演しました。 

つづいて、現場で実践されておられる 江頭 宏昌 教授（山形大学農学部食料生

命環境学科）と 清水 裕之 氏（株式会社ガーデン 代表取締役社長）に、それぞれ

の現状や取り組みについてご講演いただきました。 

今回の研究会には、70名を超える方々にお越しいただき、たくさんの方に「在来作物」や「近江の伝統野菜」に関する取り組み

状況を知っていただくことができました。 

REC では、本研究会にご参加いただいた皆さまとの出会いを大切にし、今後も活動をおこなってまいります。 

 

 

  

お知らせ 2018年度後期 REC コミュニティカレッジの受付開始について 

2018 年度後期「REC コミュニティカレッジ」では、図書館提携講座「「明治150年」と京都の

産業―京都産業の歴史を主要産業から振り返る―」や、龍谷ミュージアム提携講座「仏教の

思想と文化―インドから日本へ―」、龍谷大学大学院実践真宗学研究科創設 10周年記念「現

代社会と向き合う仏教―先端的な僧侶の実践とその諸相―」など、全 183講座を開講します。 

また、後期の特別講演会は、2018年 12月 15日（土）に「琵琶湖疏水建設の歴史とその意

義―疏水と京都の 130年―」を開催します。  

 

【講座申込受付】 

会員：2018 年 8 月 28 日（火） 10:00～ 

一般：2018 年 8 月 30 日（木） 10:00～ 

  ※本学教職員は年会費無料で REC 会員にご登録いただけます。  

【パンフレット請求、受講申込先】 

 ◇電話受付／京都：075-645-7892 滋賀：077-543-7848  

＜月～土曜日（祝日除く）10：00～16：00＞  

◇HP 受付／http://rec.ryukoku.ac.jp/（24 時間受付中） 

  

 

  

お知らせ 8月の RECの活動 

8月 3日（金） 第 3回 REC BIZ-NET研究会｢高分子材料の“隠し味”～一工夫による高性能・高機能化～｣〈瀬田キャンパス〉 

8月 4日（土） SGEホールディングス キッズスポーツキャンプ 2018in京都 1day〈深草キャンパス〉 

8月 6日（月） 龍谷ジュニアキャンパス「身近な温暖化をさがしてみよう」〈深草キャンパス〉 

8月 7日（火）・8日（水） 夏休み子ども理科実験・工作教室〈瀬田キャンパス〉 

8月 9日（木）・10日（金） 龍谷ジュニアキャンパス｢わくわく陶芸体験｣〈瀬田キャンパス〉 

8月 22日（水） “エンサイ”をおいしく食べるための試食会・ハチミツ採蜜イベント〈湖南市〉 

8月 25日（土） 龍谷ジュニアキャンパス「習字＆はんこ教室」〈深草キャンパス〉 


